
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
一
日
、
ラ
バ
ウ
ル
出
帆
、
四
月
に

内
地
に
帰
り
ま
し
た
。
上
陸
し
た
の
は
神
奈
川
県
の
浦
賀
で
し

た
。帰
る
時
、
二
〇
〇
円
ぐ
ら
い
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
駅
の
付
近
で
、
腹
が
減
っ
た
の
で
う
ど
ん
を
食
べ
た
り
し

た
ら
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
駅
で
、
浦
賀
か
ら
山
陰
線

の
倉
吉
ま
で
の
切
符
を
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
兵
隊
さ
ん
ご
苦

労
さ
ん
」
と
い
っ
て
パ
ン
も
く
れ
ま
し
た
。

私
は
内
地
へ
帰
っ
て
も
金
も
無
し
、
職
も
無
し
で
し
た
が
、

工
兵
の
時
に
教
わ
っ
た
自
動
車
の
運
転
を
職
業
と
し
、
徐
々
に

仕
事
を
広
げ
、
今
は
会
社
と
し
て
土
木
建
築
を
業
と
し
て
い
ま

す
。工
兵
隊
と
し
て
随
分
厳
し
い
教
育
を
受
け
、
北
支
、
ラ
バ
ウ

ル
と
転
戦
し
、
こ
の
苦
労
が
今
の
私
を
作
り
、
事
業
を
作
っ
た

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
戦
友
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
の
今
日

で
す
。

第
三
十
六
師
団
（
雪
兵
団
）

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
　 

山
形
県
　
石
塚
代
次
　 

私
は
昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
、
第
三
十
六
師
団
要
員
と
し

て
現
役
入
営
、
中
国
大
陸
山
西
省
の
部
隊
に
着
い
た
の
は
十
二

月
十
六
日
で
し
た
。
山
西
省
の
通
信
隊
本
部
で
教
育
を
受
け
、

通
信
兵
と
し
て
一
期
の
検
閲
を
無
事
終
了
し
、
有
線
兵
と
し
て

勤
務
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

北
支
は
、
ご
承
知
の
ご
と
く
共
産
軍
の
勢
力
が
強
く
、
八
路

軍
と
の
戦
闘
も
三
回
程
体
験
し
ま
し
た
。
通
信
兵
は
戦
闘
部
隊

で
は
な
く
、
隊
と
本
部
、
隊
と
隊
の
間
に
線
を
引
い
て
通
信
す

る
の
で
す
。
従
っ
て
、
有
線
敷
設
の
距
離
は
長
く
、
そ
の
間
を

守
る
の
は
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

兵
器
を
持
た
ぬ
通
信
兵
は
度
々
敵
の
襲
撃
を
受
け
た
り
、
線
を

切
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
戦
闘
部
隊
に
は
無
い
苦
労
の

連
続
で
あ
る
ば
か
り
か
、
襲
撃
さ
れ
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
も



度
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
危
険
は
警
備
駐
屯
中
も
作
戦
・
討
伐

中
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

我
々
の
部
隊
は
、
第
三
十
六
師
団
（
雪
兵
団
）
で
す
が
、
昭

和
十
八
年
頃
に
な
る
と
南
方
の
戦
線
は
日
本
軍
に
と
っ
て
も
困

難
な
戦
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
た
め
在
支
師
団
の
う

ち
多
く
の
師
団
が
南
方
に
転
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
我
が
師
団

は
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
豪
北
派
遣
軍
に
転
属
し
ま
し
た
。

第
三
十
二
師
団
（
楓
兵
団
は
同
様
に
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
）

、
第
三

十
三
師
団
（
弓
兵
団
は
ビ
ル
マ
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
）

、
第

三
十
五
師
団
（
東
兵
団
は
豪
北
）

、
第
三
十
八
師
団（
沼
兵
団

は
香
港
攻
略
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
↓
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
↓
ラ
バ
ウ

ル
）

、
第
四
十
一
師
団（
河
兵
団
は
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）

、
第

五
十
一
師
団
（
基
兵
団
も
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
と
大
陸
か

ら
、
次
々
と
転
属
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

我
が
師
団
は
、
昭
和
十
八
年
十
月
十
八
日
上
海
を
出
帆
、
私

は
十
二
月
一
日
、
幸
い
に
し
て
第
一
選
抜
の
上
等
兵
に
進
み
、

十
二
月
二
十
八
日
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
サ
ル
ミ
湾
に
上
陸
し
、

昭
和
二
十
一
年
六
月
三
日
復
員
ま
で
の
間
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で

孤
立
し
た
戦
闘
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

サ
ル
ミ
湾
と
い
っ
て
も
桟
橋
程
度
の
も
の
が
少
し
あ
る
程
度

で
す
。
従
っ
て
輸
送
船
は
沖
に
停
泊
し
、
我
々
は
ボ
ー
ト
に
二

〇
人
ぐ
ら
い
ず
つ
乗
っ
て
の
上
陸
で
す
か
ら
、
全
員
が
上
陸
す

る
に
は
一
晩
か
か
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
昼
は
空
襲
が
あ
る
か

も
し
れ
ぬ
か
ら
暗
い
所
で
の
作
業
な
の
で
大
変
で
し
た
。

上
陸
し
て
も
兵
舎
な
ど
何
も
無
い
か
ら
、
船
か
ら
の
荷
揚
げ

が
終
了
す
る
ま
で
、
海
岸
端
で
の
天
幕
生
活
で
し
た
。
テ
ン
ト

生
活
の
次
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
か
ら
樹
を
切
り
出
し
て
幕
舎
を

建
て
ま
す
。
屋
根
は
幅
広
い
葉
を
蔓
で
編
ん
で
葺
き
ま
し
た

が
、
■
か
な
期
間
は
空
襲
も
な
く
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
軍
が
上
陸
し
た
こ
と
を
知
っ
た
米
軍
の
空
襲
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

内
地
か
ら
持
っ
て
き
た
砲
な
ど
の
兵
器
、
弾
薬
は
、
昼
間
の

空
襲
、
夜
間
の
艦
砲
射
撃
で
ほ
と
ん
ど
失
い
ま
し
た
。
サ
ル
ミ

へ
の
空
襲
は
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
先

に
申
し
た
よ
う
に
朝
暗
い
う
ち
よ
り
航
空
機
に
よ
る
サ
ル
ミ
基

地
の
銃
・
爆
撃
、
夜
に
な
る
と
海
上
よ
り
軍
艦
の
艦
砲
射
撃
で

す
。我
が
師
団
は
、
上
陸
後
の
空
襲
で
多
く
の
火
砲
を
失
い
、
し



か
も
、
軍
艦
の
砲
の
口
径
は
陸
軍
の
そ
れ
と
は
雲
泥
の
差
が
あ

る
か
ら
、
と
て
も
対
抗
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
子
供
と
大

人
の
ケ
ン
カ
で
す
。
口
惜
し
い
が
艦
砲
に
は
対
抗
も
出
来
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
飛
行
場
を
三
つ
造
り
ま
し
た
が
一
、
二
回
使
っ

た
程
度
で
爆
撃
を
食
ら
っ
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
敵
は
上
陸
は
し
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
岩
手
連
隊
の
守

備
し
て
い
た
ビ
ア
ク
島
に
連
合
軍
が
上
陸
し
た
の
は
、
昭
和
十

九
年
五
月
二
十
七
日
で
し
た
。
そ
の
後
、
同
連
隊
は
■
目
連
隊

長
以
下
玉
砕
し
た
の
で
す
。

サ
ル
ミ
の
我
が
部
隊
は
劣
勢
の
火
力
で
連
合
軍
の
上
陸
を
阻

止
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
の
労
苦
は
食
糧
の
欠

乏
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
は
食
糧
の
輸
送
は
な
く
、
現
地

自
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
原
住
民
が
植
え
て
い
る

サ
ン
ゴ
椰
子
の
澱
粉
質
が
主
食
で
し
た
。
幹
を
叩
い
て
そ
の
中

の
澱
粉
を
溶
か
し
、
澱
粉
を
取
り
、
そ
れ
を
■
湯
の
よ
う
に

し
、
■
油
を
付
け
て
食
べ
ま
し
た
。
美
味
と
は
言
え
ぬ
が
、
食

べ
ね
ば
栄
養
が
取
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
し
て
六
ヵ
月
間
は

サ
ン
ゴ
澱
粉
と
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
草
や
葉
で
命
を
■
ぎ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
耕
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
種
芋
は
ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た
の
か
知
ら

ぬ
が
、
こ
の
芋
が
収
穫
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
命
を

■
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
野
生
か
、
原
地
人
の
栽
培
し

た
も
の
か
知
ら
ぬ
が
、
タ
ピ
オ
カ
と
い
う
芋
も
主
食
と
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
塩
は
岩
塩
だ
け
で
あ
り
、
携
帯
口
糧
の
味

■
、
■
油
で
の
味
付
け
だ
け
で
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
の
は
海

岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
魚
、
ふ
ぐ
な
ど
で
し
た
。

食
糧
の
採
取
や
増
産
は
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
作
業
で

す
が
、
私
は
通
信
隊
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
作
業
に
は
従

事
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
師
団
と
連
隊
、
連
隊
と
大
・
中
隊
間
の
通

信
業
務
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
と
い
う
よ
う
な
空
襲

に
よ
る
銃
・
爆
撃
で
、
通
信
網
が
切
断
、
破
壊
さ
れ
ま
す
。
そ

の
間
、
危
険
を
冒
し
て
の
復
旧
作
業
、
保
線
要
員
と
し
て
の
任

務
が
重
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
は
最
後
の
最
後
ま
で
有
線

の
保
線
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
終
戦
と
な
り
、
米
軍
が
上

陸
し
て
来
て
、
米
軍
基
地
か
ら
我
が
軍
の
師
団
司
令
部
ま
で
の

線
を
張
っ
た
り
、
補
修
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
私
の
軍
人
と
し
て
の
最
後
の
仕
事
で
し
た
。



今
に
し
て
思
え
ば
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
、
十
五
日
頃
で

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
は
毎
日
の
よ
う
に
空
襲
が
あ

っ
た
連
合
軍
の
定
期
便
が
そ
の
頃
来
な
く
な
り
、
不
思
議
に
思

え
ま
し
た
。
仲
間
同
士
で
「
最
近
は
あ
ま
り
飛
行
機
が
来
な
い

な
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
一
機
が
来
ま
し
た
。
我
々
が
「
ま

た
来
た
」
と
退
避
し
て
い
る
う
ち
に
、
爆
撃
で
な
く
通
信
筒
を

落
と
し
た
の
で
す
。
宣
伝
の
伝
単
で
は
な
い
通
信
筒
の
中
の
文

で
終
戦
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

終
戦
と
い
う
の
が
部
隊
全
部
に
行
き
渡
る
ま
で
は
二
週
間
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
終
戦
を
知
っ
た
私
も
隊
の
皆
も
「
こ
れ

で
駄
目
な
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
降
伏
し
た
と
い
う
か
ら
で

す
。
こ
の
時
我
々
は
「
降
伏
し
た
後
ど
う
し
よ
う
か
」
と
迷
い

考
え
ま
し
た
。
日
本
軍
に
は
降
伏
の
文
字
も
な
い
し
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
る
者
は

「
奥
地
に
入
っ
て
原
住
民
と
暮
ら
そ
う
」
ま
た
あ
る
者
は
「
自

決
し
よ
う
」
と
の
意
見
で
し
た
。

と
に
か
く
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
、
こ
の
サ
ル
ミ

島
に
上
陸
以
来
、
空
襲
と
艦
砲
射
撃
に
耐
え
、
餓
え
を
し
の
い

で
き
て
、
多
く
の
戦
友
を
失
っ
て
い
ま
す
。
通
信
隊
二
五
〇
人

の
中
で
も
犠
牲
は
多
く
、
あ
る
時
は
一
日
に
七
、
八
人
ず
つ
死

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
火
葬
に
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
の
で
、
幕
舎
の
裏
に
穴
を
掘
り
、
死
体
を
毛
布
に
包
ん

で
埋
め
て
き
ま
し
た
。

数
年
前
、
通
信
隊
長
と
教
官
等
が
現
地
遺
骨
収
集
に
行
き
ま

し
た
が
、
戦
争
中
の
場
所
は
五
十
余
年
を
経
過
し
、
や
は
り
変

わ
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
な
所
在
は
判
り
に
く
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
無
理
な
い
こ
と
で
す
が
、
我
が
第
三
十
六
師
団
の
犠
牲

は
多
く
、
内
地
へ
還
る
こ
と
の
出
来
た
将
兵
は
三
分
の
一
以
下

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
豪
北
派
遣
軍
の
損
害
は
極

め
て
大
で
あ
っ
た
の
で
す
。
私
達
の
戦
友
の
遺
骨
も
未
だ
に
送

還
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
地
に
、
あ
る
い
は

海
底
に
沈
ん
だ
ま
ま
で
い
ま
す
。

我
々
の
部
隊
は
昭
和
二
十
一
年
六
月
三
日
、
サ
ル
ミ
を
出

発
、
Ｌ
Ｓ
Ｔ
で
名
古
屋
に
着
い
た
の
は
六
月
十
日
頃
で
し
た
。

復
員
式
を
終
え
、
名
古
屋
か
ら
山
形
ま
で
一
般
車
両
で
帰
り
ま

し
た
が
、
乗
っ
て
い
る
人
達
は
「
今
回
の
兵
隊
さ
ん
は
ず
い
ぶ

ん
顔
の
色
が
悪
い
」
と
さ
さ
や
い
て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
し

た
。



い
ま
私
は
故
郷
に
帰
り
、
牛
四
〇
頭
を
飼
っ
て
農
協
の
理
事

な
ど
し
て
お
り
ま
す
が
、
通
信
隊
の
仲
間
と
毎
年
寄
っ
て
、
隊

長
以
下
十
二
、
三
人
（
山
形
、
岩
手
、
秋
田
、
青
森
＝
第
八
師

団
管
区
）
集
ま
り
、
ま
た
秋
の
靖
国
神
社
で
の
豪
北
派
遣
軍
慰

霊
祭
に
参
列
し
て
お
り
ま
す
。

【
解

説
】

第
三
十
六
師
団
（
雪
兵
団
）

師
団
司
令
部
＝
師
団
長
　
田
上
八
郎
中
将

参
謀
長
　
今
田
新
太
郎
少
将

参
謀
　
二
宮
義
雄
中
佐
、
梶
原
俊
夫
少
佐
、
花
見
侃
少
佐

歩
兵
第
二
二
二
連
隊
長
　
■
目
直
幸
大
佐
（
ビ
ア
ク
島
玉

砕
）歩
兵
第
二
二
三
連
隊
長
　
吉
野
直
靖
大
佐

歩
兵
第
二
二
四
連
隊
長
　
松
山
宗
右
衛
門
大
佐

第
一
大
隊
長
金
田
秀
夫
大
尉
、
第
二
大
隊
長
川
島
全
大
尉
、

第
三
大
隊
長
土
井
初
太
郎
少
佐
、
第
三
十
六
師
団
戦
車
隊
、
同

通
信
隊
（
大
西
孝
雄
大
尉
、
間
瀬
三
郎
少
佐
）

、
同
輜
重
隊
、

同
海
上
輸
送
隊
、
同
兵
器
勤
務
隊
、
同
経
理
勤
務
隊
、
同
野
戦

病
院同

師
団
は
昭
和
十
四
年
三
月
弘
前
師
管
区
で
編
成
さ
れ
、
同

年
四
月
渡
支
後
、
北
支
で
連
続
作
戦
に
参
加
。
引
き
続
き
豪
北

へ
転
進
し
た
。
補
充
留
守
業
務
は
弘
前
師
団
で
あ
る
。
従
っ
て

青
森
・
岩
手
・
秋
田
・
山
形
県
が
主
で
あ
っ
た
。

支
那
か
ら
出
発
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
海
洋
編
成
師
団
に
改

編
さ
れ
た
。

第
三
十
六
師
団
ビ
ア
ク
玉
砕
の
■
目
部
隊
を
除
い
た
、
吉

野
・
松
山
部
隊
等
の
上
陸
人
員
は
八
三
五
二
人
、
内
生
存
者
二

六
五
四
人
で
あ
り
、
実
に
五
六
九
八
人
が
戦
没
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
の
犠
牲
は
多
大
で
あ
っ
た
。

特
に
松
山
連
隊
（
歩
兵
第
二
二
四
連
隊
）
は
三
三
四
七
人
中

生
き
残
り
人
員
は
■
か
六
二
五
人
で
あ
り
、
生
存
率
は
十
八
・

六%

で
あ
る
。
通
信
隊
が
毎
日
の
よ
う
に
七
、
八
人
死
ん
だ
と

い
う
証
言
を
裏
付
け
て
い
る
悲
惨
な
戦
場
で
あ
っ
た
。

な
お
南
方
の
部
隊
に
は
「
兵
補
」
と
い
わ
れ
る
軍
属
に
準
じ

た
日
本
人
や
、
台
湾
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
相
当
含
ま
れ
て



い
た
。
第
三
十
六
師
団
に
お
い
て
も
、
日
本
人
四
四
一
〇
人
、

う
ち
生
き
残
り
一
〇
六
四
人
（
約
四
分
の
三
死
亡
）

、
台
湾
人

一
七
五
〇
人
、
う
ち
生
き
残
り
五
七
七
人
（
約
三
分
の
二
死

亡
）

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
一
七
〇
一
人
、
う
ち
約
四
〇
〇
人
逃

亡
、
生
存
一
八
三
人
、
死
亡
一
一
二
四
人
で
あ
る
。




